
―医学部を目指されたきっかけは？
高２の頃、結構勉強ができる友人たち
がいました。１人は英語と国語が、そし
てもう１人は数学と物理がとてもよくで
きる。一方、僕はどちらかっていうと全
般的にそれなりにという感じで……。大
学に入って専門的な分野でこんなやつら
と勝負しないといけないのかなと思った
ときに、満遍なくできてなおかつ社会の
ために役立つのは医者が一番かなという
ことで医学部に行こうと思いました。も
ちろん、昔から人の命とか健康に興味が
あったというのも理由の一つです。

―どのような大学生でしたか？
大学に入った後、教養の２年間くらい
はほとんど講義には出なかったです。昔
の学生って授業に出ないのが当たり前み
たいなところがあったので。ただ学年が
上がって専門過程に入ると、実習も始ま
るので、真面目な生活をするようになり
ました。大学の５、６年生くらいになる
と国家試験も待ち受けているので、自分
でも驚くくらい勉強してましたね。どう
せこれだけ勉強しないといけないんだっ
たら高校時代もっと勉強しておけばよ
かったかな、と思うくらい勉強していま
した。

―卒業後の進路は？
卒業後は一般的な臨床医になろうと

思っていました。医者の基本的な姿が内
科だと考えていたので内科に進みました。
学生時代もそうだったんですが、その頃
は特に研究をしたいとは思っていなくて、
臨床医の一般的なステップしか踏んでい
なかったですね。
ただ、臨床医として何年も現場で臨床

していると、いろいろな問題に直面する
ことになります。その問題を解決するに
はどうしたらいいかなって考え、やっぱ
り研究したいと思うようになりました。
もう30歳を過ぎてたんですがそこから
研究を始めたんです。皆さんなら博士号
を取って、もう働いてるような年齢で
やっと研究を始めたような形でしたね。

―その後の経緯は？
まずは大学で研究を始め、その後、国

立環境研究所（以下、環境研）の先生が
僕の研究に目を留めてくれて、一緒に研
究をしないかというお誘いがありました。
お話を聞いてみると、研究環境もいいし、
権威ある雑誌にも成果を載せているとい
う研究室だったので、行くことに決めま
した。研究を職業にしたのはその時から
で、37歳になる頃でした。

その後大学の医局から一旦病院に戻れ
と言われたので、臨床に戻りました。３
年間研究もしたし、それなりに結果が出
せた満足感もあり、もう研究はやめて故
郷の病院で臨床しようかなと思い、出身
地の大病院の面接に行ったりもしました。
ただ、当時の大学の上司から辞めるのは
もう少し先にしてくれないかと頼まれま
して……。そこですぐ辞めなかった結果、
環境研からまたお誘いがあったんです。
そこからは研究一筋です。
そして12年間そこで研究し、学生時

代に住んでいた地である京都に戻れそう
だということもあり、現職に就いたとい
う流れです。

―現在の研究について教えてください。
環境汚染物質が、特に免疫系や呼吸器

系に及ぼす健康影響を研究をしています。
具体的には、PM2.5（下コラム参照）や、
カーテンに含まれている難燃剤、プラス
チックに含まれている可塑剤など、身の
回りにある化学物質が健康に及ぼす悪影
響を調べているわけです。細胞や生物の
身体を壊すような強力な作用はあまり無
いのです。ただ、そういった強い毒性以
外にも健康に悪影響を及ぼすことがある
んです。
僕はそのことを撹

かくらん

乱影響って呼んでい
るんですが、そのわかりやすい例とし
てアレルギーが挙げられますね。アレ
ルギーは我々の身体の免疫細胞が死んだ
り、弱ったりしているわけではないんで
す。逆に、不適切に活性化されて、普段
は反応しなくていいようなものに反応し
て影響が起こる。要するに毒性ではなく、
そういった不適切な活性化によっても僕
らの健康に影響が起こるんだということ
です。そういう作用を今の環境汚染物質・
環境化学物質が持っていないんだろうか
ということを調べています。また、最近
はその細胞レベルでのメカニズムの解明
も目指しています。

―PM2.5に関しての研究は？
同じく健康影響を研究しています。環

境中のPM2.5を集めてその抽出物の影響

―京大生に向けてメッセージをお願い
します。
基礎的な科学にしても、我々が住んで

る社会にしても、いろいろな問題があり
ますよね？　完璧な科学もなければ、完
璧な社会もないし、問題は絶対そこかし
こに転がっています。だから、身の回り
のことでもいいし大きな問題でも何でも
いいと思うのですが、問題意識を持って、
その問題を捉えて、いかに解決していく
か。そういうことを研究でもいいですし、
仕事でもいいですし、社会活動でも構い
ませんし、考えていってほしいです。
そのときに、どんな重箱の隅のような

小さい領域・分野でもいいんですけれど
も、やはり京大生である限りは世界の
トップを目指してもらいたいですね。あ
とは自分の経験から考えると、何かを始
めるのはいつでも遅くはないんだという
ことです。僕が研究を本格的に始めたの
は35歳を過ぎてからですし、やろうと
思えばいつでも始められるんです。たと
えば２、３年遅れたって、２、３年長生
きしたら一緒なわけです。まず何か自分
がやりたいな、やってみたいなと思うこ
とがあればいつでも勇気を持って一歩を
踏み出してほしいし、手を出して取りか
かってほしいなと思います。決して遅
いってことはないはずなので。

PM2.5とは大気中の直径2.5マイクロ
メートル以下の物質の総称のこと。つま
り、PM2.5の中にはさまざまな物質が含
まれているため、それを構成する物質や
割合は場所・時間によって変わる。高野
教授いわく、「わが町のPM2.5は隣町の
PM2.5とは違う。昨日のPM2.5と今日の
PM2.5は違う。刻々とどこでも変化して
いくもの」だそうだ。

を見たり、PM2.5に含まれているさまざ
まな物質を一つずつ細胞にかけて、その
中のどんな物質が悪影響を及ぼすのかも
研究しています。そうすることでPM2.5
の中でもどういった成分が悪いのかとい
うことを明らかにしたいんです。
今現在は、PM2.5そのものの全体量を

計っているんですけれども、その中に何
が含まれているかわからないので、その
量の大小が必ずしも健康の影響を指し示
す指標とは言い切れないのです。ある一
つの物質でもいいし、ある性質に着目し
てでもいいと思いますが、存在量として
のPM2.5ではなくて健康影響量とでも言
うべきものを表すことができるようにな
ればいいな、というふうに思っています。

―工学部で環境に関する研究をされて
いるのが意外です。
最近、工学部でも環境を取り扱う部分

は多いです。機械でも人間に役立つとい
う発想だけでなく、健康によいという発
想も必要です。たとえば空気清浄機が空
気をきれいにするのは、人間の健康保全
や向上を目指しているわけです。
僕は本当に環境を考えるのは工学じゃ

ないとできない部分も大きいと思うんで
す。環境を壊してしまうのも工学かもし
れないけれど、逆に環境を保つのも工学
が一番であろうと思っています。その点
をもっとアピールしていきたいですね。
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―ありがとうございました
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後期からはがんばると思っていたのに。 （工・１　きゅーり）
⇒年明けからはがんばると思っていたのに。 （そんなあなたにもう１年；編）

くつ下からはみだした 。 （農・院　自然を愛する人）
⇒プレゼントの量かな？ （ペットボトル入れただけではみでちゃいますね……；編）


